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藤
田
理
事
た
た
え
る

１～３月 ４～６月 ７～９月 10～12月

▲8.1 ▲3.9 ▲2.0 8.5

製造業 ▲10.1 ▲6.6 0.3 6.6

卸売業 ▲15.5 ▲15.9 ▲8.2 5.9

小売業 ▲9.1 3.9 ▲3.9 23.1

建設業 14.0 2.0 8.0 8.0

不動産業 ▲4.6 ▲25.0 ▲12.5 ▲6.3

運輸・倉庫業 ▲19.1 5.6 ▲2.8 11.1

サービス業 ▲1.1 10.6 ▲6.7 14.4

業
　
種
　
別

総　　　計

自社概況
（総合判断）

ＢＳＩ値（実績・予測）

多くの業種で減収減益傾向
BSI値運輸・倉庫業など回復

総 

合 

判 

断

賃
上
げ
動
向

経
営
上
の
課
題

　

府
内
に
本
社
・
本
店
が
あ
る
大
手
・
中
小
企
業
の
２

０
２
５
年
４
～
６
月
期
に
お
け
る
自
社
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ

値
（
経
営
状
況
の
力
強
さ
）
は
マ
イ
ナ
ス
３
・
９
と
前

期
実
績
の
マ
イ
ナ
ス
８
・
１
か
ら
や
や
改
善
し
た
も
の

の
、
依
然
と
し
て
下
降
基
調
が
続
く
。
原
材
（
燃
）
料

価
格
の
高
止
ま
り
に
加
え
、
人
件
費
の
増
大
や
米
国
の

通
商
政
策
に
対
す
る
先
行
き
不
安
な
ど
複
合
的
要
因
が

重
な
り
、
多
く
の
業
種
で
減
収
減
益
傾
向
と
な
っ
た
。

京
都
商
工
会
議
所
が
６
月
に
発
表
し
た
。

京都商議所/25年4 ～ 6月期

　

慢
性
的
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
よ
る

物
流
・
輸
送
力
の
低
下
に
対
応
し
よ
う
と
、
京
都

府
や
北
部
地
域
の
各
自
治
体
、
荷
主
企
業
お
よ
び

物
流
企
業
が
連
携
し
、
持
続
可
能
な
北
部
地
域
の

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
に
向
け
協
議
会
を
立
ち

上
げ
た
。
日
本
海
側
拠
点
港
の
京
都
舞
鶴
港
、
北

部
地
域
の
工
業
団
地
、
高
速
道
路
網
、
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
を
活
用
し
た
物
流
モ
デ
ル
を
構
築
、
直
面

す
る
物
流
課
題
に
対
す
る
解
決
策
を
見
い
だ
し
た

い
考
え
。
今
後
、
実
証
実
験
を
通
じ
問
題
点
な
ど

を
洗
い
出
し
た
上
で
実
用
化
さ
せ
た
い
方
針
だ
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
不
動

産
業
（
マ
イ
ナ
ス
25
・
０
）

な
ど
が
下
降
す
る
半
面
、
サ

ー
ビ
ス
業
（
10
・
６
）
や
運

輸
・
倉
庫
業
（
５
・
６
）
が

回
復
に
転
じ
る
な
ど
、
業
種

に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
顕
著
に

な
っ
た
。
今
後
の
予
測
で

は
、
一
部
の
業
種
を
除
き
、

10
～
12
月
期
は
秋
需
入
り
へ

の
期
待
感
か
ら
プ
ラ
ス
に
転

じ
る
見
通
し
。

　

企
業
規
模
別
は
大
手
企
業

（
マ
イ
ナ
ス
０
・
５
）、
中
小

企
業
（
同
５
・
２
）
と
い
ず

れ
も
前
期
に
引
き
続
き
マ
イ

ナ
ス
圏
内
で
推
移
。
今
後
は

７
～
９
月
期
に
か
け
て
中
小

企
業
（
同
５
・
９
）
が
下
降

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
10
～

12
月
期
は
大
手
企
業
、
中
小

企
業
と
も
に
プ
ラ
ス
に
転
じ

る
と
予
測
す
る
。

　

経
常
利
益
は
マ
イ
ナ
ス

５
・
１
と
低
調
な
水
準
に
と

ど
ま
っ
た
。
不
動
産
（
同

25
・
０
）
や
卸
売
業
（
同

22
・
７
）
な
ど
で
大
き
な
落

ち
込
み
が
み
ら
れ
た
。

　

10
～
12
月
期
に
か
け
て
不

動
産
業
を
除
く
す
べ
て
の
業

種
で
増
加
に
転
じ
る
見
込

み
。

　

依
然
と
し
て
、
原
材

（
燃
）
料
高
が
50
・
８
％
と

最
多
と
な
り
、
15
期
連
続
の

第
１
位
。
第
２
位
は
求
人

難
（
43
・
４
％
）
で
前
期
か

ら
や
や
上
昇
。
第
３
位
の
受

注
・
売
り
上
げ
不
振
（
36
・

７
）
と
第
４
位
の
人
件
費
負

担
増
大
（
35
・
２
％
）
は
前

期
か
ら
大
き
な
変
化
は
な
か

っ
た
。

　

原
材
（
燃
）
料
高
は
運

輸
・
倉
庫
業
（
66
・
７
％
）

を
筆
頭
に
す
べ
て
の
業
種

で
上
位
３
位
以
内
。
求
人

難
は
サ
ー
ビ
ス
業
（
69
・

２
％
）、
小
売
業
（
64
・

３
％
）、
運
輸
・
倉
庫
業

（
61
・
１
％
）
の
順
に
回
答

率
が
高
く
、
大
企
業
、
中
小

企
業
と
も
に
上
位
３
位
の
課

題
は
前
期
と
同
じ
順
位
だ
っ

た
。

　

調
査
企
業
か

ら
は
、「
米
国
関

税
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

問
題
で
消
費
意
欲

が
落
ち
込
ん
で

い
る
」（
繊
維
）、

「
求
人
難
、
特
に

理
系
の
新
卒
採

用
が
深
刻
」（
非

鉄
）、「
今
年
に
入

り
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
影
響
等
で
自

社
に
お
け
る
発
注

量
の
減
少
や
延
期
が
発
生
し

て
い
る
。
自
動
機
の
導
入
も

現
時
点
で
は
見
合
わ
せ
る
動

き
が
継
続
し
て
い
る
」（
精

密
機
械
）、「
仕
入
れ
・
経

費
・
資
材
の
上
昇
に
よ
る
価

格
転
嫁
に
消
費
者
が
ど
う
反

応
す
る
か
が
非
常
に
心
配

だ
」（
食
料
品
卸
）、「
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
が
進
ま

ず
、
人
件
費
の
圧
迫
を
招
い

て
い
る
」（
運
輸
・
倉
庫
業
）

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

８
月
６
日
に
福
知
山
市
で
持
続
可
能
な
京
都
府

北
部
地
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
初

会
合
が
開
か
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
を
含
む
36
の
自
治

体
や
企
業
、
業
界
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

課
題
や
同
協
議
会
に
対
す
る
期
待
感
な
ど
に
つ
い

て
述
べ
た
。

　

府
総
合
政
策
環
境
部
・
地
域
政
策
室
の
吉
田
宏

則
室
長
は
「
府
北
部
地
域
は
物
流
の
活
発
な
エ
リ

北部地域の物流ネット維持むけ協議会発足

自治体、荷主、物流企業が連携し課題解決へ

ア
。
舞
鶴
港
に
加
え
、
複
数
の
高
速
道
路
が

結
節
さ
れ
て
お
り
他
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

優
れ
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
拠
点
も
備
え

る
。
一
方
で
、
人
口
が
減
少
す
る
中
、
物
流

の
支
え
手
不
足
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
わ
れ
わ
れ
は
公
共
機
関
と
し
て
イ
ン
フ

ラ
を
支
え
て
い
く
の
が
使
命
。
20
年
、
30
年

先
に
ど
の
よ
う
に
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
残

す
の
か
皆
さ
ん
と
共
に
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
設
立
意
義
を
強
調
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
国
土
交
通
省
が
取
り
組
む

地
域
連
携
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
促
進
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
て
お
り
、
①
地
域
の
物
流
量

の
把
握
・
可
視
化
に
必
要
な
調
査
分
析
②
協

議
会
運
営
③
共
同
輸
配
送
や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
と
い
っ
た
物
流
効
率
化
に
向
け
た
実
証
―

―
に
関
す
る
経
費
の
一
部
を
国
が
負
担
。
会

合
を
重
ね
な
が
ら
、
検
品
や
出
荷
の
一
元
管

理
、
海
運
や
鉄
道
貨
物
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
の
推
進
お
よ
び
、
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人

機
）、
貨
客
混
載
な
ど
を
活
用
し
た
持
続
可

能
な
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
物
流
へ
の
転
換
な

ど
を
検
討
し
、
産
業
競
争
力
の
維
持
・
強
化

を
目
指
す
構
え
。

　

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
平
島
竜
二
会

長
）
も
幹
事
と
し
て
参
画
。
初
会
合
に
出

席
し
た
村
尾
直
則
副
会
長
は
意
見
交
換
で
、

「
人
材
採
用
が
難
し
い
中
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
順
守
）
を
前
提
に
会
員
各
社
と

襟
を
正
し
健
全
な
業
界
発
展
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

地
位
を
向
上
し
、
最
終
的
に
は
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
維
持
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
」
と
京
ト
協
の
ス
タ
ン
ス
を
説

明
。

　

そ
の
上
で
、「
北
部
か
ら
他
地
域
へ
出

荷
さ
れ
る
荷
物
と
他
地
域
か
ら
北
部
に
入

っ
て
く
る
荷
物
の
総
量
把
握
が
必
要
。
北

部
は
エ
リ
ア
特
性
と
し
て
京
都
縦
貫
自
動

車
道
を
軸
に
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
、
名
神

高
速
道
路
、
新
名
神
高
速
道
路
な
ど
各
高

速
道
路
へ
の
接
続
が
良
く
、
物
流
効
率
化

が
図
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
時
間
短
縮
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
多

い
。
参
画
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
と
お
互
い

話
し
合
い
な
が
ら
よ
り
良
い
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

９
月
５
日
に
は
第
２
回
目
の
会
合
を
予

定
し
て
お
り
、
実
証
実
験
に
向
け
た
分
科

会
設
置
や
２
０
２
５
年
度
調
査
な
ど
を
議

題
に
挙
げ
る
。

京ト協・村尾副会長

　

今
年
度
の
賃
金
に
つ
い
て

（
予
定
を
含
む
）、
賃
上
げ
を

実
施
す
る
と
回
答
し
た
企
業

は
76
・
２
％
で
、
前
年
度

（
80
・
４
％
）
を
下
回
っ
た
。

　

一
方
、
前
年
と
同
水
準
を

維
持
す
る
（
17
・
０
％
）
と

し
た
企
業
は
前
年
度
の
15
・

５
％
か
ら
や
や
増
加
し
て
い

経
営
動
向

る
。
な
お
、
中
小
企
業
で
は

３
年
ぶ
り
に
賃
金
を
引
き
下

げ
る
と
の
回
答
も
み
ら
れ

た
。

　

賃
上
げ
を
実
施
す
る
と
回

答
し
た
企
業
の
う
ち
、
定
期

昇
給
を
実
施
す
る
と
答
え
た

の
は
68
・
０
％
。
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
は
57
・
５
％
だ
っ
た
。

手
当
の
増
額
・
新
設
（
15
・

０
％
）
や
賞
与
等
一
時
金
の

増
額
（
12
・
６
％
）
に
つ
い

て
も
少
数
な
が
ら
一
定
数
の

回
答
が
あ
っ
た
。

　

規
模
別
に
み
る
と
、
定
期

昇
給
は
大
企
業
（
69
・
６

％
）
と
中
小
企
業
（
67
・
３

％
）
で
大
き
な
差
は
な
か
っ

た
が
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
だ
と

大
企
業
（
65
・
８
％
）
が
中

小
企
業
（
53
・
６
％
）
を
大

き
く
上
回
っ
た
。
ま
た
、
手

当
の
増
額
・
新
設
は
大
企
業

の
方
が
多
く
、
賞
与
等
一
時

金
の
増
額
は
中
小
企
業
の
方

が
多
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら

れ
た
。


